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17.2.13 
村 川 

植村理葉さんのヴァイオリン演奏 
 
2月 12日（日）18:00～20:20
の間、川崎市の「ミューザ川崎 
シンフォニーホール」で行われた

「マーラー祝祭オーケストラ第

14回定期演奏会」で最初の 30分
間、ソリストとして出演された植

村理葉さんの演奏と、その後の同

オーケストラ単独の演奏を鑑賞し

ました。このオーケストラは、ウ

ィーンの国際マーラー協会から承

認を受けて 2001年に発足したそ
うです。 
会場は 1,997席もある、たいへ
ん豪華なもので、八木さん、近藤

さん、阪本さん、吉川さん及び私

の 5名で、前から 2列目の席に坐
って鑑賞しました。阪本さんと

は、去年の上野における理葉さん

のリサイタルで初めて会ってから

二度目の出会いでした。 
 恥ずかしながら、私はオーケス

トラをナマで聴くのは初めてでした。そして、このように間近で 88名もの演奏者の
楽器の音をダイレクトに聴き取ることができ、非常な幸福感を覚えました。因みに

阪本さんはオーケストラのナマ演奏に数十回行ったそうですからすごいです。 
 世界的に有名な理葉さんと一緒に演奏できることで、オーケストラのメンバーの

方たち（学生や社会人）も幸せそうでした。 
 指揮者の井上喜惟氏は、次頁のプログラムにあるように、これまたものすごい方

で、今年の春にはニューヨ－クの「ペガサス・オーケストラ」の指揮者に就任され

るそうです。 
 理葉さんの演奏は、今回も素人ながら非常に素晴らしいと感じました。弦を指で

はじきながら、巧みに演奏されるのは、まさに神業でした。 
 次頁にプログラムの1頁を御紹介します。 
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  コルンゴルトはチェコ共和国で生まれ、「モーツァルトの再来」と期待されるほど
の天才だったのですが、ユダヤ人であるために、ナチスの迫害を逃れるためにアメ

リカに亡命し、亡くなるまで帰国できなかった悲劇の作曲家だったようです。 
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  演奏会が終わって八木さんの奥様とそのお友達にお会いしましたので、写真を撮
らせていただきました。左から四人目が福田さん、五人目が八木夫人です。実は今

日、阪本さんに聞いて、福田さん（旧姓新田さん）と八木夫人（旧姓早川さん）が

西高の 1期後輩だと聞き、かなり驚きました。 
  その後理葉さんのお母さんとお爺さんにもお会いできました。それにしても、出
会う方数名が阪本さんに挨拶をされており、彼の顔の広さに感心しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
阪本さんと久しぶり会っ

たので、近藤さんと三人で

川崎日航ホテル地下の焼き

鳥屋「戎」で歓談しまし

た。阪本さんからは、幕末

から昭和までの日本の特に

海軍に関する軍事的な政策

や戦略などについて高度な

講義を受けました。感心し

ているうちに午後 10時を回
りましたので、続きは後日

ということで、残念ながら

お開きとしました。 
素晴らしい一日でした。                    （終わり） 

 

 


